
フェンシングで地方創生
～フェンシングフェスティバル2020～

NPO法人

設 立 2017年9月19日
理 念 フェンシングを通じて沼津を元気な町にしよう！
活動内容 ・沼津からオリンピック選手を出そう

・オリンピックの代表合宿を沼津に誘致しよう
・地域の子供達を騎士道で育てよう

所在地 沼津市吉田町34－47
アドレス https://numazusinsengumi.crayonsite.net/
Facebook https://ja-jp.facebook.com/numazu.sinsengumi/
連絡先 090（4717）4232

https://numazusinsengumi.crayonsite.net/
https://ja-jp.facebook.com/numazu.sinsengumi/


・地域の問題として沼津の若年層の人口流出、社会的な問題として部活動の体罰や教師の長時間拘束等が挙げられる。

・当法人はそういった問題解決をすべく起ち上がり、フェンシングフェスティバル等を通じて沼津市と共にフェンシングの
地方拠点都市を標榜していくなか、地域におけるフェンシングの発展と共にオリパラ事前合宿誘致や継続的な大会誘致を
目指しています。

・更には日本フェンシング協会とも連携を果たし、一つの地方モデルケースを作り上げていく。

目的と活動



第4回フェンシングフェスティバルIN沼津2020
2020年2月11日（火・祝）11～15時
会場 プラサヴェルデ多目的ホール
ゲスト サーブル女子日本代表 向江彩伽

サーブル女子日本代表 脇田樹魅
サーブルオリンピアン 長良将司

・トークショー
・デモンストレーション
・サーブル、フルーレ練習会
・スマートフェンシング体験会
・沼津出身選手 鈴木穂波選手への応援コーナー

※オリンピックパラリンピック200日前イベントin静岡県 同時開催
約4,000名もの来場があり、フェンシングフェスティバル史上最大
規模での開催。より大勢の親子にフェンシングを体感してもらい
認知度向上に繋がった。



沼津市と日本フェンシング協会の包括連携協定
沼津での歴史あるフェンシング、好立地と高いポテンシャルを秘めたプラサ
ブェルデの地域資源について、フェンシングフェスティバルにおいて継続発信。
スポーツを地域発展の活力に変えたい沼津市と東京一極集中を脱し地方拠点を
作りたい日本フェンシング協会が、2018年2月包括連携協定を締結。
・2018年12月 日本代表合宿（全6種別）
・2019年8月 男子エペ日本代表合宿
・2019年9月 女子フルーレ4ヶ国国際合宿
・2020年7月 日本代表合宿（全6種別、種目毎開催）

小中学生の競技人口増加
当法人が教室運営に協力を行っているBDP NFCにおいて年々子供達の競技人
口は増加。（スポーツクラブ ボディデザインプランニングのサーブル教室）

第1回フェンシングフェスティバル開催後にチームを立ち上げ時は選手2名か
ら開始。当初メンバーである岡田選手が2018年8月全国小学生大会3位に入賞
し、ミニム日本代表選手としてオーストラリア遠征に参加する活躍。2020年8
月時点で選手数は26名まで増加。

また、市内におけるフェンシングチームの沼津FC、タムラ道場においても子
供達の選手は増加しており、競技の裾野は広がっている。

0

5

10

15

20

25

30

2017年 2018年 2019年 2020年



今後のビジョン 沼津市と日本フェンシング協会と協力し実現

〇沼津からオリンピック選手を
2028年ロサンゼルスオリンピックで金メダル

〇世界選手権の誘致
4,000名規模の世界大会を誘致し、沼津市を世界に情報発信

〇「フェンシングのまち沼津」の実現
市民が「沼津と言えばフェンシング」と言える環境に
フェンシングのまち沼津推進協議会と連携
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